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【個 人】                         提 出  平成 30 年 5 月 5日 

 

 山  行  報  告  書  
 

山行報告者：今 田 

山 名： 十文字峠～甲武信ヶ岳～栃本 縦走 （入川ルート） 秩父市  

入山日：平成 30年 5 月 3 日～5日    山中 1 泊 2 日 帰宅予定日：  5月 5 日 

プラン担当者 正：今田     副： 

 

参 
 

加 
 

者 
 

L：今田記：    報： 

 

 

 

男 1 名 、  女  名、 計 1 名 

天候 晴れ 

 集合時間：     集合場所：今田自宅 

5 月 3 日 

（木） 

21：00 自宅発～0：00栃本広場駐車場着～車中泊 

5 月 4 日 

（金） 

3:30 起床～5:30 登山開始～7:20赤沢吊橋～10：10 柳避難小屋～14:30 

栃本分岐～15: 00 十文字小屋ツェルト泊（9 時間 30 分） 

5 月 5 日 

（土） 

3:30 起床～5:30 十文字小屋発～6:00栃本分岐～10:20 白泰山避難小屋 

12:00 一里観音～13:10 栃本広場駐車場着（7時間 40分）19:30 頃自宅着 

装
備
と
食
糧 

共同装備： 

個人装備：ツェルト、シュラフ一式マット、銀マット, シュラフカバー、ヘッドランプ、 

雨具、防寒衣、コンパス、地図、携帯、軽アイゼン、手袋、テルモス、 

コッフェル、カラトリー、新聞紙 ごみ袋 バーナー 燃料 ストック 

個 人 食：4 日朝昼夕食 5 日朝昼夕食、6 日朝昼食 行動食 非常食  

                                                                                                                                   

感 
 

想 

荒川源流を歩いてみたく計画を立てた、天気は寒気が入って不安定との予報で、柳小屋まで

は雲の流れも速く晴れたり曇ったりを繰り返していた。 

真の沢、股の沢などの沢はとても美しく、サワグルミなどの新緑は、まぶしかった。 

十文字小屋ではツェルトテントを張って 1 夜を過ごした、ファスナーを開け頭を出すと 

北斗七星が頭上で瞬いていたが、夜半からゴウゴウと風の音が強くなっていた。 

翌朝の気温は 0度、朝食を済ませ撤収したが、風が強いため甲武信ヶ岳は次回に持ち越し、 

栃本へと下山することにした。 

秩父往還、栃本と信州を結ぶ街道は、小さな観音様がひっそりと見守ってくれている 

ようだった。 

 

 


